
神奈川県では神奈川労連と最低賃金裁判原告

団が厚生労働大臣と神奈川労働局長を相手に最

低賃金を少なくとも時給1000円以上に引き上げ

ることを求めて横浜地方裁判所に提訴して、裁

判闘争をたたかっています。國學院大學の名誉

教授で労働総研代表理事の小越洋之助氏は横浜

地裁に、現在の最低賃金制度の問題点を明らか

にする意見書を提出し、4月22日の裁判終了後の

報告集会でその趣旨を報告しました。以下はそ

の報告の一部を文章化したものです。（金融・

労働研究ネットワーク事務局）

意見書を提出するにあたり、私なりに今まで

の日本の最低賃金制の歴史ですとか、現代の特

に非正規雇用の問題とか、大きないくつかの問

題、例えば最低賃金と生活保護との整合性、な

ぜ時給1000円以上を要求するのか、等々、整理

しました。その全部は、時間の関係で説明でき

ませんが、ポイントだけ申し上げたいと思いま

す。

まず一番目の現行最低賃金制の変遷です。こ

れは日本の最低賃金制がそもそもどういう目的

で作られたのかということです。最初は労働基

準法の第28条～31条の中に条文としてはあった

のです。それが、新しい最低賃金法が1959年に

出来るのですが、条文が新たに文章化されると

いう形をとっています。その関係で言うと労基

法の一環として最低賃金法がある。こういう理

解で間違いないと思います。

労働基準法の理念には｢労働条件は、労働者が

人たるに値する生活を営むための必要を充たす

べきものでなければならない」とあります。最

低賃金法も当然この目的・理念がなければなら

ない。しかし、現実はそうなっていません。

最低賃金法が1959年に成立するわけですが、

その中身はどういったものであるか。特に目的

のところですね。

第１条に目的と書かれていますが、こう書か

れております。

「この法律は賃金の低廉な労働者について、賃

金の最低限を保障することにより、労働条件の

改善を図り、もって労働者の生活の安定、労働

力の質的向上及び事業の公正な競争の確保に資

するとともに、国民経済の健全な発展に寄与す

ることを目的とする」とあります。

こういう文章が当初の1959年にありまして、2

007年の「改正最低賃金法」の中で文章が変わり

ましたが、骨格は変わっていません。

つまり最低賃金制というのはご覧のように、

賃金の最低限を保障することによって、労働条

件の改善を図り、同時に今問題になっている労

働者の生活の安定を図る。それから同時に労働

力の質的向上、事業のほうも公正な競争に努め

る。さらに国民経済の健全な発展に寄与すると

いうことです。

これが基本的な目的であり、理念なのです。

ですからこの目的や理念を日本の現在の最低賃

金制は本当に果たしているかどうか、というこ

とで以下ずっと論証して結論ではきちんと果た

していないということです。

歴史の話は省略しますが、特に生計費との関

係で言いますと意見書の6～7ページのあたりに

述べておきました。これについてはみなさんご

存知の方が多いと思いますが佛教大学の金澤さ

んが膨大な生計費調査を行い、全労連が全面的

にサポートしました。（全労連はこの改訂版の

調査を始める予定）

当時単身世帯ということで、東北の北上市と
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最低賃金を1000円以上に
小越教授（國學院大學名誉教授・労働総研代表理事）が

最低賃金裁判で意見書提出

最低賃金制度の基本的な目的・理念

貧困・格差問題解決に重要な

役割を果たすべき最低賃金制度



か、埼玉県を比較してどの地域でも生計費は変

わらないということを論証したわけです。こう

いうことをきちんとやったのは今までになかっ

たと思います。よく生計費には地域格差がある

とか、地方は低いと政府側も出すのですが、統

計を見るとものすごく低い水準しか出てこない。

その具体的な数字は次の7ページのほうで、図の

ほうは８ページです。この金澤さんの調査をベー

スにして、全労連がまた別の地域でやった生計

費調査です。これを見ますと、どこでも、最低

でも23万とかになります。埼玉では23万3801円

で、北上のほうもかなり似た数字なのですね。

時給計算で言うと1500円くらいになる。今の

最低賃金では単身者でも生活できないというこ

とは、客観的に論証されるわけです。ですから、

日本の最低賃金制が如何に低いかが明らかとな

ります。この問題は生計費の関係から明確に言

えると私は思っています。そういうことを主張

いたしました。

それから次に以下の点を述べました。ご承知

の通り日本の雇用構造には大きな雇用形態別格

差がありまして、みなさんも良くご存知だと思

いますが、非正規の人が非常に増えてきている

んです。ざっと言って2000万人を超えてきてい

るのです。つまり4割近くが非正規の人たちになっ

てきているのです。

もちろん正規で低賃金の人もいますが、非正

規の低賃金の方が非常に増えてきているのです。

このへんは今まで日本の最低賃金法がずっとネ

グレクトしてきたことで、これをきちっと対応

しないと、今色々問題になっている格差や貧困

だとかワーキングプアの問題には対応できない。

それで私は、有効な手段は色々あるのでしょう

けれども、最も重要なものは最低賃金制だと言っ

ているわけです。

14ページからデータは出ておりますが、いち

いち説明しませんが特徴的なことは、まず累計

的に非正規の人が絶対的に増えてきている。逆

に言うと、日本は非正規が中心になる社会に移

行しつつある。そういう驚くべきというか、恐

るべき状況に今なってきているということがひ

とつあります。それからその非正規の方々が決

して今までのような、正規の補助だとか単純作

業だとか、そういう分野だけではなくて、むし

ろ基幹的な分野にどんどん入ってきている。こ

れが論証の一つのところです。

それから非正規の収入ですね。つまり賃金で

すがこれが、今までは家計の補助とか、色々言

われてきたんですが、そうじゃなくて、主体的

に、現実的に生計費の基準になってきている。

こういう変化が今現れてきているということを

一応論証したつもりです。

パートタイマーの方はえてして、家計の補助

というケースが見られると言われておりますが、

そういう層はもちろんおりますけども、実はそ

ういう人たちも本人の収入が主たる生計費になっ

ているという現状が今どんどん増えてきている。

これも資料で説明したとおりです。ですから、

非正規の像はガラッと変わってきている。

ここの裁判に関わる方にもそういう方はいらっ

しゃると思うのですが、決して家計の補助とか

そういう悠長なことじゃなくてですね、本当に

賃金の収入がなければ生活できない。こういう

膨大な人で増えていると。ここのところを申し

上げておきたい。

次のところでは、生活保護と整合性のところ

ですが、これは今の最賃裁判の重要な焦点です。

最低賃金制と生活保護制度との整合性というこ

とを、実にいい加減な形でつじつま合わせをし

てきたということがあると思います。そのへん

のところも暴露的な意味も含めて、展開したと

ころです。

そもそもこれを決めたのは、中央最低賃金審

議会の「目安」小委員会というところで、労働

者側委員と使用者側委員とで、一応意見をたた

かわせているのです。その文面を見ますと、労

働者委員は割合きちんと系統的に筋を立てて話

しているんですが、使用者側委員というのは

「事業が大変で最低賃金を上げるといろいろな

支障がある」というようなことしか言ってない

んですね。

その時に、公益委員という人が出てきまして、

当時の中賃の会長は今野浩一郎という人ですが、

この人が結局は経営者側の主張をとり入れて、

そのバックにある政府のデータを使って、生活

保護の整合性という計算式を選択して現在のよ

うな形になったのです。余談ですが、今野浩一
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郎という人は人事管理の先生で、当時学習院大

学にいたと思いますが、この人の論文では最低

賃金問題では私は論文を見ておりません。

専門外の、もっぱら成果主義とかそんな話ば

かり書いていた人なのです。私はこの人の本い

くつか読んでいます。その分野では色々業績が

ありますけど、最低賃金問題では私の知る限り

では業績がない。そういう人を会長にして審議

した。その結果がこうなっているということな

んです。

それでどういう問題になったかということが、

35ページからずっと出ておりますが、まずよく

問題になっている法定労働時間ですね。原告の

主張は「毎月勤労統計」をみても通常の労働時

間を算出すると「月間150時間です」と盛んに言っ

ているのですが、当局は月173.8時間の計算でやっ

ている。みなさんすでにお聞きになっていると

思いますが、要するに祭日の休み、盆暮れや正

月の休みとかそういったものは一切なしです。

それで、週40時間で働かせたとして、月間で計

算すると173.8時間だとしてやっているわけです

ね。

逆で言うと最賃は高く表示されているのです。

そういう問題があります。それからあと公租公

課率の問題があります。これは要するに最賃と

いうのは賃金だから、当然税社会保険料をかけ

られ、引かれるわけですが、引かれる基準に沖

縄という一番低いところの基準をとっている。

それも2年ぐらい前のデータを使っている。

そこも一応論証しておりますが、要するに最

賃の手取りから税金、社会保険料が引かれるの

ですが、それには一番低いところの公課率をか

けているわけです。

それから、生活保護との整合性で問題になる

のは勤労控除があります。生活保護の方々は、

働いた時には勤労控除というのがあるんですね。

要するに働く時にはいろいろ必要経費が出てま

いります。具体的には着物も変わるし、履物も

変わるし、交際費だってかかるし、食費だって

かなり増える。最低賃金制のほうは、そういう

ことを全然無視して、必要経費を考えていない

んですよ。これが非常に大きな問題です。だか

ら最低賃金がかなり低く表示されることになる。

あと生活保護自体の比較の問題も、いくつかあ

ります。最低賃金と比較した生活保護というも

のをどういう風に協議したか言うと、生活扶助

費＋住宅扶助費として最低賃金と対比していま

す。その生活扶助費は人口加重平均のデータを

使っている。これが実は、大きな問題です。生

活保護受給者はいま大都市部で増えています。

生活保護の級地区分1級地―１などです。加重平

均ではそこでの現実を反映しないという問題が

出てきているわけです。みなさまもこれはお分

かりだと思いますが、横浜とかそいういう大き

な所の数字が出てこないというのがあります。

それから住宅扶助については実績値をとって

いることが問題です。桜井啓太氏がいろいろ調

べてまして、私は氏の研究成果によっているの

ですが、実績値をとると、結局、持家世帯とか

長期入院・入所世帯も実績値の計算の中に入っ

てくるのです。そうすると、これはズバリ言う

とこの家賃の生活保護では生活できないという

問題が出てくるわけです。家賃を払う必要のな

い世帯をも含めて集計した平均ですから。そん

なことで一応ここのところはいくつか利用させ

ていただきましたけど、政府のやり方は問題が

あることを明らかにしています。

それから特に、法律でいうと最低賃金と生活

保護の整合性の条文は第９条なんですが、その

３項と２項に関係あるわけです。３項は新しく

つけられた生活保護との整合性に配慮する必要

があるという条文ですが、２項のほうに事業の

支払能力基準というのが最低賃金決定の基準と

して出てくるんです。ここはひとつの論点でどっ

ちの方を重視するかということで、書きました。

言うまでもなく原告・わたくし達の立場は「第

３項を重視せよ」ということです。「最低賃金

と生活保護との整合性がまず第一になんだ」と

いうことです。

日本の法律では支払能力ということを盛んに

言うんです。外国を比較して見ると最低賃金に

ついて支払能力なんて言ってる国はないんです

ね。なぜ日本で支払い能力支払い能力って言う

のか？これを私のデータで論証したところです。

いろいろ工夫したんですが、他の資料を見まし

ても結局支払い能力というのに影響するのは様々

な要因があるのです。例えば消費税増税もある

し、色々あるわけです。今の安倍内閣がやって

いるような政策が全て支払い能力に影響すると

いうことがあります。
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その支払い能力だけをわざわざ取り出すのは

問題がある。ということで批判をしております。

これを削除することが最低賃金法の大きな前進

になるのではないかと思います。この辺は当局

は絶対反対するでしょうけども、私どもはそう

いう立場で挑ませていただきます。

最後に時給1000円以上ということについてで

すが、これは十分論証できます。政府がやらな

きゃいけないことではなくて、やれるよという

ことで「事実関係でこういうことがある」とい

うことをいくつか申し上げました。

４つばかり挙げています。

結論からいいます。私の論証の一つは、先ほ

ど言った生計費との比較で低すぎるということ

です。これは言うまでもないことなんですが。

それから初任給との比較を一応やりました。

日本の最賃適用というのは驚くべきことに、時

給で計算してわかりにくいのですが、月の水準

であわせると中卒者初任給くらいです。最低で

も高卒初任給くらいにすべきだというのが時給1

000円以上なんです。ですから、いかに低いかが

わかります。時間給でしかやっていないという

のは大問題なんですね。生計費というのは月換

算ですから、時間給で見ると上がっているよう

に感じるかもしれませんけど、月にしてみると

生活するのは非常に大変だということがわかる

んです。これはなぜかというと初任給水準だか

らというのがあるのです。

今は現にある現在の制度に対する要求ですか

ら、それをクリアしないといけないわけですけ

ど、現実はそういう問題だということです。

それからあと国際比較を見ましても、今の最

低賃金法はほとんどが諸外国を見ても全国一律

になっているんです。同時に水準自体も高い。

いろんな計算方式ありますけれども。購買力平

価で見ましても時給1000円以上になっている国

が先進国では圧倒的です。アメリカがやや遅れ

ていますが、アメリカの場合、オバマ大統領が

最低賃金引き上げを打ち上げています。そして、

最近色々なところで、時給1500円以上の水準に

する要求運動がでてきております。

日本で、最低賃金が時給1000円以上になるっ

ていうのは決して大きな額じゃなくて、むしろ

最低な額です。ですから、これをクリアしても

これくらいで甘んじちゃいけないよということ

なのです。

それからあともう一つ言うと、現在の市場賃

金、マーケットですね。パートのマーケットの

賃金の水準を見ますと、神奈川とか東京など首

都圏は時給1000円以上になっているんです。こ

の現実を見ても、なんでこのくらいの水準に上

げられないのかということをやっぱり本当に考

えていただきたい。

もし時給1000円以上になっていればこれまで

在職していた人は本来恩恵を受けなければいけ

ないですよね。だから少なくともそういう人た

ちに対してはですね、当然ながら＋アルファし

ていかなければならないわけです。そうじゃな

いと不満を持つとか退職するとかそういう恐れ

がありますし、生活できないということもある

わけだから。そういう現実の市場賃金が上がっ

たならば、最賃もそれに適応して時給1000円以

上に上がるのは当然じゃないかということでそ

このとこも言っておきます。

最後に付け加えたいことは、最低賃金制に関

する働く人々の関心をもっと高めることが必要

です。賃金の高い人々は「自分の賃金に関係が

ない」、均等待遇を主張する人は「同一価値労

働同一賃金」には関心があっても最低賃金制に

は無関心。

しかし非正規雇用が2000万人になる時代に、

圧倒的に未組織で経営側に賃金が低いと主張で

きない人々が増えています。「アベノミクス」

はこの層をさらに増やそうとしています。現在

の制度でこの層の賃金を法規制で引き上げるシ

ステムは最賃制しかないのです。

しかも日本の最賃制は世界に遅れた欠陥法で、

とくにその生活できない水準の低さ、決定基準

に労働者の生計費でなく事業の支払能力が幅を

きかす、47都道府県別に時給が違うというばか

げたシステム、まともな労働組合、利害関係当

事者を排除する決定機構などです。このしくみ

は多少の手直しがあれ、半世紀も続いてきまし

た。世界の潮流に日本も合わせる「目覚め」が

必要ではないでしょうか。
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